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地質調査所月報（第13巻第6号〉

＼『　名
⑳

⑳、

⑳2

⑩

⑪

⑫

⑱

⑭

⑯『

⑯

⑳

⑱

⑲

⑳

＠

⑫

⑬

⑭

㊥

⑯

⑰．
⑱

虹　　谷
久0保谷

菅生谷
おもわれ谷

安藤谷

切　　谷

樫荒対岸

大ダレ谷
カイキ荒

名頃本流

流童
しm3／sec）

0．0113

0．0017

0，0059

0，0043

0，0200

0．0851

0、0040

0．0392

0．0552

0．0026

0．1132

0．0976

0．0396

0．0219

0．0633

0．0670

．0．0093

0．0030

0．0239

0．0120

0．2086

0．9350

面積
（km2）

比流量
（m3／Sec／100km2）

0．34

0，34

0．20

0．23

4。38

0．99

0。10
「1．26

0．96

0．10

6，52

1．57

0，80

0．53

2．28

0．36

0．16

0．99

0．82

7．00

21．52

3．32

0．50

2．95

1．88

0．45

2．41

4．00・

3．11

6．00

2．60

1．73

6．22

5．00
4．13、

2．77

3．66

8．33

4．37

2．41

1．46

2．98

4．35

pH

7．6

7．25

7．3

7．4

7．35

7．2

7．15

7．55

7．25

7．3

7．3

7．3

7，8

7．2

7．8

7．4

・7．25

7．9

7．25

7．3

8．0

7．35

T
（。0

10．5

9．6

10

9．2

9．2

9．5

8．8

11，1

9．3

12．3

8．3

7
10．3

10

8．2

9
8．5

11

6
8．5

9．7

16．9

水比抵抗
（Ω一cm）

溶流
物質
（PPm〉

溶流物質
（kg／day／km2）

15，750　　　　57　　　　　163

23，400　　　　44　　　　　　19

22，730．47　120
27，180　　　　40　　　　　65

37，350　　　　37　　　　　　15

39，420　　　　38　　　　　　79

36，000　　　　34　　　　　118

21，780　　　　54　　　　　145

33，396　　　　38　　　　　189

12，420　　　　79　　．　　178

26，820　　　　36　　　　　　54

37，・170　　　　18　　　　　　97

17，100　　　　53　　　　　227

38，700　　　　40　　　　　142

20，976　　　　42　　　　　101

20，880　　　　46　　　　　146

49，500　　　27　　　　　60

32，700　　　　48　　　　　　78

35，370　　　　17　　　　　　35

38，250　　　　28　　　　　35

14，130　　　　59　　　　　129

31，800　　　　24　　　　　90

面積
（k：m2）

1：蟹

1．52
⑮＼
⑱ノ2・29

21：訳

器／

器擁

2．66

雛
＞2。4・

7．13

21．52

侵食係数
（km3／km2）

0．0376’

　一
0．0359

0。0339

0．0376

0．0388

0．0198

0．0289

0。0365

0．0198

、0，0312

0．0308

｝　し0，0343

＼
／0・0253

0．0408－

0．0425

（昭和34年11月下旬測定）

述べた。さらに久保谷の異常に低い地帯を挾んで菅生付

近の高い値の地域に入る。しかし濃さの度を検討すると．

一善徳1077，久保533，菅生188・大ダレ78，というよう

に，「上流に向かうほど値が低下を示している。終りに侵

食係数と溶流物質濃度との関係を求めてみよう。このよ

うな化学成分は一寸した環境の変化によつて著しく変化

を示すので個々のものを比較した場合は，なかながその

法則性をみいだすことが困難である。そこで各調査地ご

とにその地域内の平均値を求めて比較する方法を採用し

た。第8図がその結果を示したものである。耳川・大井

’
川

・高瀬川の中央高地および表目本型と庄川・祖谷川・

手取川の裏目本および四国型とに分けられる。図中に各

地域に主として発達する地質について附記レておいた。

高瀬川の場合は資料不足で，や玉その精度に疑間があ

る。見掛け上この2つの系列に分けられ，侵食係数の増

加によつて系列によつて値は違うが溶流物質量増加の割

合がほ欝一定であることを示しているようである。侵食

係数のo．01km3／km2増加に対して140kg／day／km2の

増加を示す。

　これは別の表現をすれば10mの地表低下をするごと

に年間約50tの溶流物質が増加することを示している。

10mの地表低下を起こすのにかりに12，500年を要する

とすればその問には，625，000tの溶流物質増加がある

．ことになる。これを固形物の体積に略算すれば（比重を

．2と仮定する）312，500m3となる。かくすると流出土砂

量と溶流物質量の比は10，0GO，000m3：312，500m3≠1：

0．032≠32：1従来の考え方からすれば大河の浮流物質

と溶流物質の比は7：3であるとされている。しかし源

流山地におけるものでは転流物質がはなはだ多いのであ

るから，流出土砂量の方が15倍以上も大きくなつてもそ・

れほど不合理ではないであろう。

　3・2・2　比流量と侵食係数についで

　侵食係数と比流量との関係は大井川調査以来色々と検

討してみているが，簡単な関係が示されず，特に点が散京

して一つの直線または曲線にはまとまらず，見掛け上い

くつかの平行直線の上にまとまつているように見える。

このようなものを説明することは，そり信頼性がはなは．

だうすくなつてしまう。各平行直線の意義が明確になる

ためには，他にも1つあ因子を考えねばならない。その因

子が何であるかはいまのところ判明していない。これは

1つの概念図として考えていこう。すなわち侵食係数は

比流量とは異なつて長年月かXつて除々に増減するもの

36一（502）
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地質調査所月報（第’13巻第6号）

＼項目

号Σ」流

（9）

（1①

（11）

⑫

⑬

域　名

田丸南谷∫

　　　　工

眠
，

谷∫

　　　　￥し

　　　　〆重末谷／
　　　　美

重末～今久保∫

　　　　叉

今久保谷∫

　　　　亙

岩石
符号

X

，y

Z

X

u

Z

X

y
Z

X

y
Z

X

y
Z

岩石種

黒色片岩

緑色片岩

砂岩片岩

黒色片岩

礫岩片岩

砂岩片岩

黒色片岩

緑色片岩

砂岩片岩、

黒色片岩

緑色片岩

砂岩片岩

黒色片岩

緑色片岩

砂岩片岩・

面積
（km2）

0．50

0．12

1，83

0．06

0．24

4，00

1．64

1。37

2．19

0．86

0．32

0．77

0．74

0．36

0．46

面積
百分比

（％）

20．4

4．9

74．7

1．4

5．6

93．0

39．0

32．5

28．5

45．0

16．8

38．2

47．3

23．0

29，7

岩石種分布と侵食係数の関係式

し　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・20．4x十4．9y十74．7z＝0．0379×100
∫

岩石種によ
る侵食係数

（km3／km2）

L・　1．4x十93z十5．6u±＝0．0622×100
」

1『∵∵二審1訓

文＝0．0149

y＝0．0553

z＝0．0488

u＝0．1428

た黛し
u＝0．1428

　　とする

∫x＝0．0266

y＝0．0082／Z一α。388

〔注〕本地区
は断層破砕
帯通過す

　　礫岩片岩　　　　0．1428km3／km2

で依然として黒色片岩の値が低い。礫岩片岩の値が非常

に高いが，その岩質からみると合理的のようである。河

床にあるものは非常な大塊が多小のもこの岩質がなかな

か小塊には崩壊しないことを物語つている。

さらに（9）田丸谷㈹眠谷に　x＝0，0149　y＝0．0553

u＝0．1428を代入して求めると

．となる。

黒色片岩

緑色片岩

片状砂岩

礫岩片岩

o．0149km3／km2（同前）

0．0553　1〃　　（同前）

0．0488　〃

戸0．1428　〃　　（同前）

これに反して，（1り重末谷，⑫重末一今久保谷，⑬今久

保谷は破砕帯の通過する一連の地帯で侵食係数がきわめ

て低い地域である。こうした所はこういつた群を集めて

操作すべきであろう。求められた値け，

　　黒色片岩　　0．0266km3／km2

　　緑色片岩　　0．0082　〃　（善徳では多く地す

　　　　　　　　　　べり崩壊を起こす）
　　片状砂岩　　0．0388　〃

となつてくる。こエでは緑色片岩の値が異常である。

4．祖谷川上流部の流砂量および堆砂量

本論文の主題である流砂量および堆砂量について，い

ままで述べてきた地質・侵食係数・岩石種固有侵食係数

・比流量・溶流物質量等の各結果を利用して，一つの推

定を実施してみ牟いと思う。

　4．1有数流砂量公式および捕捉係数による流砂量お

　　よび堆砂量
　有効流砂量公式はすでに示したように，

　　　S＝…4．73θ1126十950

　　　　3…年間毎平方粁当り流砂量m3／km2／year・

　　　　o…侵食係数　　km3／km2

である。まず大宮谷付近にアーチダムが建設された場合

について述べてみよう。この場合の総面積は283．92km2

で，侵食係数は総平均で0．0363km3／翠m2であるから

　　　3マ1，226m3／km2／year

したがつて，’　・

　　　1，226m3×283，92＝348，086m3／year

　これは年間に山から流出する砂礫量の全量に近いもの

である1もし高いダムで捕捉係数が1であるとすれば，

これがこのま工堆砂量になるわけである。しかし長い流

路の途中に残溜するものもあり堰体から濁流となつて逸

出する部分もあるので1より小さい捕捉係数を考えねば・

ならない。手取川調査の結果を利用して，捕捉係数を0。5

とすれば，年間堆砂量は　174，000m3となる。

　　　　　　　　　　（612m3／km2／year）
　さら1と和田付近に女ムが建設されたとすると，流域面

積は189．31km2で総平均侵食係数ば，0。0389km3／km2

であるから

　　　S；1，320m3／km2／year

　したがづて全面積では，249，889m3である。捕捉係数

・を0．5とすると，125，000m3（660m3／km2／year）となる。
やド

襲鯉罎鍵即5“堕力㌧『れは穿4師，鮮蓋
まで状況によつて変化するものであるから，安全側で見

40一（506）



結晶片岩地域における山地の堆砂現象に？いて（渡辺和衛）

猫坊
．＞ ……’’”汐

臨太彰
j’・一一・’，ク ～

1て、、

／祠

駿譲
　
雀

　嬉　　藁》dII崎

　　、　　∠の

羅、

髪

村1

上1ク

勿

　　　　　欝

　　　　　該
緊零

釧
く
灘

鎗舞、

駁

ダ

　脅r・

鵬窟

　意／I

ム予定地点

ワ

霧
　
曹
　 』

［！

菰
工／

・3

］～

z

循
蹄
ぐ

冒谷

穿
嫁

皿砺喘．
懸壁片岩

團襟岩片岩

吻黒色儲

羅石薪岩

羅酢備

医】種斑聴

／摺曲（断層）㌧

！イ醜不盤

！βダム碇地点

、志
・！

還
11

．　野 鴨
3

ノ
麟

鷹

1、、　

りざ。・～・

雌

藩筑信 2

谷
コ

型1そ旦・・一購
ぢ
雛
甥

う＝膨
膨　．

獺・

膨
2
　 甲

’
・
’
雛
乞
　
　
工
　

，

　’ノ’1

令
巳

多

　ぢt
／隆

一　　　も 厩
鐡蒸　．

　置
・ilδ供谷

欝許

第’9図　　祖谷川下流部の地質と荒廃状況（岩石種別侵食係数測定基図）ロ

、41一（5・7）［



蝿i讃1講三叢ア舜驚1報　 （霧ぎ譲．3・巻　 響　導　一穆・）

積紺鱒．総ζこすべきであろう、、かぐ撫、ば大慰谷ミ

では2欝，OO伽3（7鱒組鷲裏芝暫y鷹），、秘蓬1ま℃竃．．

i7（），（）（｝（》撚3（＄98m㌧／k黙業／￥燃縦r）払であ嶺，、

　運灘、瞭荘名蓮許芝．1二渥嘗でダム沿§頸瀞戎葡設製猛一びv“ぐい添治釜こン！更。装二殊〉

いて推算すると，漸積は灘．鋳k鋸で侵食係数，ま倉．04驚

墨《難3〆駄類2“　．鵜1がら

　　　　3－L誉叙）鵜写km諺／γ燈議業

となる。

　し犬二＞夢ジ；）て金：オ或“で！窪32，窯叙）mlレで浦）る、、　饗讐執川の夢彗に

ならつて堤筒憩撒の酬．鯵ダムとす嶺と捕捉係数は○．4

であるから年闘の堆砂麗1．翼夢

　　　　i2婁嚢｛）（擁ぬ3　（ξ沿｛）豊繋／k買12／y穏濃う

と緑る．

　農．慧　砂防ダム堆砂量鍵欝力式によ愚獣算

　、二二の方洗1ぱ図表㎜熱で求め浪ぱよいので疑食係数と慕o

覇騰溺くメt演量・縫博ζ乳）か・つておれ、1“虹い才）けであ恐，、ま｝デ

大ノ影溝鞭野にダムが灘職され、た場含、こついて考えると，鍵食

｛系饗女瞳蓬蹴鐵藤羨巌毛グニ）催暴誰譜j　もび．描をグ）憲ま芙㌔、1馬・1罫多磁）撚

葎、1水比溝劃藏、を求のね／、l／lな爵怠い、、・ぴ　　　『要鷲‘

綴1三職量と豊水瀟丁類とも想搬麟：としズ旗す）とか

爵巽総舞二博㎜勢必・一契ノ髭，翰る，肇讐麟／、乱しノ汁婿は瞬．1駒達23鐵凱か孝、）ll蕎

翁1欝韓悉欝綴てき）灘1田濃彗寒く1費（叢．叡｝茎償ぬ2）　のも5）葵1郵芝ξ》ンび雰

大体嚢，8撒s！s獣ソ憩○舞バぴ穗度であ鞄、最近の資料とし

ては，檀．谷／i卜宇測水所のしのがある、、昭翁．1蕊年度に

寒書いて叡》購溝幾＞う1薗3．1蓉拠s、ノ毅む軍である爵ら多灘綱　 ・霊（）

馨，881く瓢黛とし．て導，s蓉蛍ヲ総く▽i叙）駄貰｝雲となる．、　欝召難13岱

塀導ま｛潮蓬詳にゑヒ毫交纂，てき牽）占ゐて渉蕉灘ジノご♪な1ケ・》．）ノ臆懲篶総よう

”である．、紫晦遡摂駁駁ア響4潟耀ヨ翼）勇難勾」、ll二瀦，．壁麹’、郵7、嚢蕊撒ヲs叙プ

蓋（）Okm2であ愚．，さで響嵐取ノ購雛皆寺こ酬賊σ「F）砂防ダム堆砂

　＝と馨ol≡纂，灘襲妻雛驚1殿／趣ら婁講難也／或の堆酵〉聾至をヂ按　 て『み・

ると，εO　l三籍鱗水比流tを9，8罵1ヲ毅（ゾ韓Ok1バとし炉ぐ，

§3伽：饗鵬2〆卿箪・とな葛．

　しオひう　　て芸豪重戴“ぐ軽灘う　嵐78夢藪）（）蓑論1㌧転な蕎、準葺．翼紅ダ㌧ム

を懸欝した場・脅も，優食孫数がや嵐膓くなそだけ｝マ藤積

滲裂18嚢、3薫歎期琶，教）縫落輝丈．匙溺 二頓1ま率霧違丁オ海ζ丈いσ）で，

／まと煮ノど陶様も｝琢んてよいゆ　も懸彗縫 確、，どけの層、1．醗、と熊

資　　も．ゾむ爵盆鷲ブぐラ　豊i乳2（x｝登13と霞丈る、。，

　賞又．ヒ考瀧鍔）名羅彗こΨ．いて／愈，　蕪（）騰擁1．承妻ヒ淋盤、鞍曇馨羅．朔捻＝

のでこ群．）方法では求め5抱ない．

　た欝問題は，和1至三iの欄水瀧録のみによつたのは大宮婆寛㌧

ムび1）瑳i勢・合褻旧簑紅婁冊浄蕊遷源藤藝｝ぴあ導と、響，舜二畷しる、　ニグ）プy謬蔑

では流量の要素が入～のでかなりぴ．噸・フ変化を求き～るご

とンうシぐき騰騨》シ齢奮ギ再である，、1講．善．の1曼猿勺罫謬｛）ご準・ヤio奪脅三

ぜ）量難講寿量撮翼藍．鱒こ・奮ることにあ悉（7’）い多孟誉々ご、）馨蓑・龍、よりも

欝年～30年，もしくはそれ以上の年数を経た水理～常数

幡⇔1㎜薪辮煮くま七濯　：）　をノ縫いる承）け装噌あぞ）。

　多鼠灘嚢二難、い薦ド箪舞誇躍く1ζり．賛鷲驚讃，聾こ津曇ナる1蒲藁露1翼獲1

ゆ隻…年’常，二暮難憩にな・〆1）－覧、幅ぎゾヒごよろ、業涛る漆・ら3　㌦のププ摩去も

段々と鋳欄経．過を短かくして，舞螂麺〉災響翼蒙に役立

　．レ　　除々紅その1プ瀞／を勢えていく必妻娠f痛感して

いる，、

　蔓．簿　長婁硬翼轡水シ癒の蝦1砂藁《翫む毒難獣検繋寸

　等一謬導／l紅溝．ll二溺薪1二ぢ蔀粧毒8．？置簑〆厚ぐ3獲ダムが～誉、，轄韮

域纐積が簿．（）2k1が　　　り一瘤i峯．黙色片岩，1大部分が緑色

穿i・幹　　　　　　　　いる、鮪ツ獣1也／、，葵澄1・ま註三と乏－、Pて’素、色三鷲齢

楚弛7ようであぞ、、この婿縁丈灘茎に窟寸一す一るゴ賛影ノ量治琴没謎灘と・翼外

続lt碧加竃　ごうそ（冷ヌ寸鐸象騨1箕il奎灘とな／てい声　ザ撫或汐よll召翁ll

24購ミ逢2月て靖鍮疑1虜雄く、籔は3！，嚢（1｛），（）（）（）獄3》　　サつゾこも（7）ン葵

写義論三2＄当磐7暮，（）（）（）撚3瓢孝域イ鉛し．、てV鎌ζ）（鐸葎和34喬・去3月ノ較）一

　綴三捌ザ記蔦ご・み、蓬と1礁ジ麹2馨騰欝臨・らll召沸128購鑑窟『ぐ　讐…篶

3＝慧，4ど欝m診！茎煮窺醤ノy¢繍・の誉主奢い羅砂響を茨蓉してし・る、、ii鍔

撃繋黛嚢警鑑から葺躍灘133煮蒜象恰では3驚・7襲書§1凱3！km篤、！y蕪齪

というようオ、、　　㌻な．1穣ず沙琴／、募幾薮惹三馨てし・そ｝，．　気　　　’、誉、胤

とに角罵零＼，こ響計L、塗鐵　3ある，．　この！凶としこはll召飛‘1慧嚢

年8球：異常な1蜂爾があり，脇ハ．1、醐水所で還．鵡Om3

！鍵、という最」、讐鰯叢を示してゴいる。　こ覗）酵、、幾沢」資恥／

ン罫、こい、、しヒ岐、．4叡｝ml▽灘（）ゑ鼠、翫の皇麹雌くであつたと、響、謬）れ、

る。、逮1謙　流！録、〔｝抹昭和霧薫騨8層露幾に欝§撚葛！s奪c己

いっ糞又大演藁　をラ糞してい恥貯、，このよξ癒、1葛拶苧における鋳／

讐譲滋曇寒1、六二書率／li．支薪趣の樽摩勲川とi溝じ巳く§輯譲幡ン赫1醇繕覇幾ドで津ぎ

紫が努8、爆勢合1こ．紅く起き馨，ノギ、溝な壌購驚蒙を∫怒こ二“1卸よタ

ヂ冬・津’　㌔グ
、　推う｛、）っ

　讐て炎沢ζフ嚇合び侵食係数は○，劔43播が！k玄獅ξ・爵）る

力諦、8罵葱夢§23覇：ソk灘黛1γ＆置・であつてとても1説1鰐が困蒙藍

鴫あ鴇、ノ，犠色片墾薯／き華ン弊多雛レ谷川6鱗例（雛1輩丁｝難固壌訂艶食

｛系叢蛤酸き（1．（》灘薫と謬蕎』麟餐むヒヂ）1凋1系業・夢　rの1地メ或び）

葺難色鷲磯疑の1瀬論“爽裟食／系糞女1・慮（｝．（）旗）7となそ）．携三駈し、済ぐ誕を

色牒粒）部分が1鱒　控とすれば，＆・2，綴灘噛副

　これは聯嚥年ンう・り願二1£8癖三でF噸であ導、2羅γ

亙が〆k緬ソy戯貿蹴接近しでい懇、と）地域のノ、1、1色片岩の

イ直，罫もつと嚢黙ナれ、，買要　鑑れ聴、妹． 1二諾癒竃1敵垂、ぞ沙董二とな㌧　は

づご…　 悉。，議を｝舞．い爺も賜 籍糞黛9孟葬か・らlll一暫孝liss覇＆の7，慕9（）影y声

〆kエご搭、／》絶隠・とレ・っ・艇蚤義、議鮭潟噂割恐こと1・こ覧導く貰ぎ霧慧て3あ難、．　こ二

才萄まま煮二響恥）ンし獲　1罫、ハン　ナオミ1装たらなレ、（三夙ヒ）｛扇て3

もここ獄，よ捕捉・係数を叢，とし1急tければならない、煮に臨i

　）の費穏難韓三＞う忘紡蕎），爵ぐこ｝で羅、蹴藷セ莞彗蕎シ分・滲鼠もザ）とも賛デ水

1垂，こ漆養弓丘しw　資護、しで乱ハ導ンξ戸），　こ濠い駆ら多丁　蓑沙嚢樂イ鋭

　　　　誰　　　ノ　卿f7　ること垂汰一＾ー　　ン．菱．ソプ騒　　　る⇔

難、1色片・岩の悶有侵食係数としてO，雛！…○，0熊6平均

桑譲一一（潔）＄）



締熱片樹地域に1湾寮ける睦．i地の堆紗環象もこつい匿繕菱滋和衛〉

○，（銭惑慧ン赫声舞レ・ら露も糞こ箒　こ藩L／霊一甲くま“嚢イ菰層｝誉も¢ジび

　とし・ぐ多罫の二絃沙騨讐麟舗辱1とな熟と疹え。る。欝翼沸i無嚢薫鈴

＄月の蓉曳ガくに、）濃憶象吟》ザ鳳の鳴三の∫餐砂歪養は摯　2慕頁汐／1《獄罫

／y曝罫という少，欝、で轟｛海　これは…魔塚／l積した土砂を 下
溝鳶または両，…，こ謡導弩泰聡｛謎・せた故とし、憾績蓼黛．ら津tない　1泰

阜ダム／．二おいても洪水薩後堆砂．量が異’、馨に減少した現象

を灘乳、ている．ξ二のよ・な洗い流し．とも、懇われ導現象

は68鱒グ暑1ダム㎞尊／遊柔，瑳縄肇疑に1起こり蔓むへ瓢も！忍諺二購毛、な

レ・，i槻に拶酵沙群漂も量煮纏戴ど7蕎力1鳳餐麹くは壌㌧ξ露1ζ1江レ・雄爵ま

神ll鳳まづ諸く，響1議Fある、、し、漆＞L携斐舞モ劃戴に1峯13是璽ε嬉りと駅卸難

も最1妻黛は鱗ず沙，鍍剛緊鷺に融孝鷺戦罫婆1渠滋籍などがノ鱒レ・爵寒穿輝｝

度！をあ1デる流二凝）に努ブ》がな媛黛して㌔・難の“ぐマ筆　このプy頂1㌦

誤藻もそれ，ほど大であるとは、1灘漁、ない，

　要’するに｝犠も燭職旨轡、る）あ愚雲　　瀞「縁こ参弾∫に遜レくた，紅う

に犠、色片岩¢）崩壊・が主闘い鴬）ろうとい・タこ偏　　る票、1、1

色片；岩の占める渡磯は 垂巌，醐慧．5紅バ，斜麟を考慮範

入叡、激，ば鋒亙．嚢，6k驚2，瓢な葡撫い窯！縄在の堆砂蟹7タ馨黛躯翻美

ノk庶ソy戯rのうち慧，鍛塵鶯ヲ1瓢mヲ榊讃Ψが緑色片岩3轡供

麟魯さ才しると｛ノ獄葵蔽壌擁≧，遷譲雲　馨き馨蘇｝mヲk鵜ヴγ配綴・7う鞭葡と更κて

繕！色片摺》ら供給され、驚ことにな勢、

獄い、，

　い3，“治、紅し』ごもこ嫡鎌訳ダム ヒ流の龍廃状況頓は溢三薦

すべ蓉点が多いようであ為．達、こ（鋸㍗ンな税、象はき小

焼模な．垂、のとし。ズ／諜葬縫レ谷月霞二蓬穿穂1懸久！呆ボ解生等の地

すべ樋獣おける土イ沙捻脳擬に兇られ蕎も♪であろ転

これが長沢　｝場禽には1大規1糞に起こつてい擦ものお思わ

才巨囲、惹の葱味で燕ご7「）長訳貯水池の’翼例は肇挙離い．報鞍

な驚料であ雛，資料供覧・、）倹をよせられた四麟通商産業

／魯洋公叢、攣業擁卸方々に謝斗願一難繋　む讐〉もので涛恐鼎

　蕊．農　樵穣瑚流砂暴観測成果に欝い畷

　昭函慮5奪＆慕屑から；擁罵鯵計の規瓢1帖る方滋爵に・1くつて事賦谷

測出・含霧発測1琳にオ“暑て薪欝沙塵・測ン黛が態鍵方絋瀞れている磁瀞／

探謄罵月縫叢断1～。季二第憩隠1紅舞勤参　『うで暮力簿寡こおいて『室鵜定

し．　　　　　舞贈幾ぴ身玄撰蒙として／ま，

　碧　洞川流、量70源ヲs鉱以、1二遼）時妻窯時閥ごと頓観測。

　濤）　沈殿量1は潤水を入躍ド≧，て笠時閥塗麦の継　　熱 熱

　3）　／采虞く聴1，童窯分｛賢とし教二、，

　4）　採水器投入位置は第欝図の1う紅擁幅を婁等分

　　し、て慈力穆窒て豫鏡暮馨しノ胤，，

　5）　慧竃鶏灘販踊は欝1毒轡業藩子浮妻で織1そ劃した、、

＼

瀬r 籔　　挫、墾

　　　　　　　　　　　　　　　　　乱窮　　卿

懸溝奪｝㎜懸瀬暴｝類翼
雛灘1．、

　　ヂぼエニはユヱニぼいニニい團い馳篭　難矯＼蕪匙鷺鷺灘

薗己マ〒驚　犠艶　警

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一／1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ザ▽日

藻丁丁＿～77耐騨
　　　　　　　　　　　　　　　幽、賦一

　　　L

　　　嶺撫　　　難　隆縁繍，、、1緊　　1
　　　琶　奪　　　　拳　　　　愁噛　　　聴㎜1

　リニい　　　ニぼニの　コハニハ　　　　　ミき　　　　　　　　　　融亀驚　騒受　　鷺幾　題驚
　　　醜　　讐　　　　　　　、　　鵠緊簸　薄ミ，モ　驚簿　響緊

》

＿凧二、＿＿＿　　　，＿コー罵嵩一こε詮　襲
ζ、罷　　　マ、蓬

一；駕灘＿＿＿、＿＿旧郡＿＿、＿一

鷺　　幾題畿驚專穐　’敷驚
鴫　　　　　韓｝　べ　灘　　、‘葺顎　　　　　　　　　＼1

く　畢
　　ユニい　　　いユらははぼユぬ　　　　　疑蔑驚警黛ζ舞巽，聖撫「

一
鐸導鷺｝1懲　　　軸L重華！li彰氣ξ1少難1摂彗灘鐵ゴ霧燕　勢護i蟹i麟緊i　　（i灘藤i　呼ノ株こ貞　 雛譲轟　ぼ薬醗i発配課，　　｝

　これをこ　）、鮭色／l岩地域に平均紅醗分す考自；，

　　　s7婁箏8（x〉臓3噺一風繋．磁k鷺設〉罵三嚢タ（｝7（）（mlソ1《m・▽》踊鐸）

1，、．ヅごカき、）て煮麟講にま歪ける蛋・駐灘疑嚢蒙　tぐ糞叢嬉こ筆　（）．（羅嚢難酔ぐ1．≦≧

（職1聡も達す鵜、、これがはたして購爽か否かは現地鍵　註

紅「勲らな暮陰ξ達　葺2喪箕鷺し漆㌶こ▽・窪　1懇馨kりtZ嚢ヌガー1自一“／疑葦、鑓澄覇〉、籍，

受鍵睡己津舞ilcぎ、1帆溝鯨Ol、障ニラ潟醤灘蟹｝撚鴬ものゴ癒藤驚蕉黛薩ぐ塞　ぐ　導

、慕いうからl　lこの餐1（りことは嚢i際1こ甕§鉱姶う馨か蚤ン無翼L

　　導寝3蝿離三も篶毫灘購疑編蓬嗜慧’で

　現イ蕪まで3凝牽藩・潅・らみ諏》と摯

流，簸灘鷺3！織’　　、蛙iが壽

篶妻し、、よう、、

　ll藝承i35毒a嚢携雛｝1三1

　　　渉駕詑玩叢鶏　警蕊，二駕○，（）（翼｝雛

　　　　　　　　講蕊蕗擬竃，：7＄雛自

㌔動擦。

　縫蕉撃貰s5蕪郵§爆罫　駁）擁に

鑑鷲）た薪，〉噺’腿墜触の綻誤隻を暴疑

／きi｝ヤ　8斎婆鷺ゴl

l》鍵駕

4黎一一（5（鶏）



織蟄調 轡懲，蓑儲慧巻第窃馨う

　矯、湘3納鑓○月

　　　灘曝流量播，蜘瓢畷循8．○翻
　　　　　　　　平均鰐購．獅蔀礁）

　これをみると撚同ジ1嚇、雛鈍濃獲，こ大譲があ錆，

　　　　　鞠　る壌、び，舗＆あるξ二、鉦粥、ン・／た，

　輔暢合，締綱鐙渉1隷．た浮流物質ま，墨，8雲伽驚

で，謝強場介は，纏雪欄で捻，鋤撫輩であゼ．）た、

　鰯砲三冑坪徽／匿）警戴斐海融既ーいごいる、、．大体潔）

位の膨粥慮、龍◎続、蟹戸麺縫球嫡．ジ｝異常である

しい飯二とが“蟹｝、景む　、鰐壽！、1眺蔑料が構次鐸、積され讐億

らぽ祖谷川流融、嚢：状況魑蹴か撚縛，聡銀

水海欝．計瀦　，胸1鐘聯縫籔も1鞠矯を撫・ゾ、ごす，二が

でき讐ド、卯入あろう，

謬、結　　欝

　結細携 馳／鰹欝こ嗣疇璽1瀞現象を鰍り搬確ll，び1

が燃ノフで献、まず比ぐ、1，一“　　　　　1撫れ喉食

係数蕪　対照検討し、たと　、ろ，噸徳簿久保轟猟遇菅生等

の地すべ鍛薩講菱1食係歎低磁．櫨～○、03k躍！／燃紡）

値で“潔か鼠わ1黛）ず，比流醜～細▽凝頑継星γジ

とい駕ム域比灘鄭戸．櫨脚員ゾ輔璃急いいる“こ二れ

はい’1三で紅経験1〆編姻げづ購　，地／べ1）地が馨1三

だ引続いで災，鉦趨こ、す余地を多分、こ風，・）ていぞ1

／糞しているの講掛）る豪いかと思う、そぼ岩榔沸の

よく歪ヲ桑　ンれた耀雛捧1レ、を利摺して，，墨塚f鎌こ、i勤侵食｛系

数ど、，疋／　・た．、ぎ　　い　黒難！、嚢（寳， ．矯酔、／

片；岩母、1，1離許枚；岩難）がもつとも低い縫を灘し，ヨ嚢化

が奢べ進　とをノ既rいゼ），次矯絶片轟ウ瀞湧，構

造織樋趣た所歌誕、いく破砕し風化・す難糊灘し

てい養　　片状砂艦は大・体似た値で毒，｛14～○、鋳」醸を翠

し眠騰、嚢翻1“懲、瓢最高噛を紫し熟・る，、／，を食係

敬の低い部分1大絡　　芹向　並んでおりき1二勲1，1、1：！央

棒筆造藩泉と御羨縷華麟更との間のレ・くつカ、の／i緯透繕箋のプ郭趣によ

く膏致しズい1．）5

　堆砂鐙推定轍大宮谷のダムの場合は，

　叢・　鷲4，00毒撚ヲy繊iズ講効’流砂，嚢公式，捕捉係数む．鋤

　篇．　鷲8努嚢叙｝凱り》糟諾汀（砂翻ブダム鋒馨砂二き籔麺箕こよ饗））

潅旺1にダムある場禽1、灘

　！、　誌撚，毒（）叡が！y轍r（有効流砂量公式）

　2，雛，蜘難3！y轍r（酬鯵タ惣樵砂歎方式）

　・一め、、、

　なこ｝、離翻厳！二流の摂灘警初丈池の異状堆砂について一

　σ推定を試みた、，

　搬谷瑠出離購／所に！晒嘆流砂量桑則定を実施気♂・た

が，隅一の粉～80m｛ソ雲ε群篇水時において，瀬沙量が

非常1葛鶏じ．）た鯵を瀬、，窩い時は低い時のε倍以上に

達．、瓢いる』び）河の特色鼠、ぐ鱗拙土砂量が変化i蔚

／懲こよ塾）ぐ薯毛、ドく異なつた流出状況を示す

。〔ハであろろ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（聯磁年掛彗調銭）

丈餓
儀）小林薮一消三i燐貰地方地質誌，瓢i圏地方」，朝倉書

　　　　　　　　店，獅0

2）　林野庁治鶏課1出地における流串士砂量土石流の

　　　　　　　叢態に吟いて，漁1．1調査報沓，璽葛

　　　　　　　　鴛6嚢

3）　林野庁渥稲．麟継崩壊地の基礎的特性について，治

　　　　　　　　1．1．麟業調翌報善，慧，欝蓼静

4）渡辺和薇謹二f州夢、浮取／“上流の灘騰水のた瀦）δ）

　　　　　　　　堆砂調査，地質、調査所穏報，v賦鴛，

　　　　　　　　N｛）．も鷲劔、

難）竃排1映研究1搬我隙こおける貯水池の埋没に関

　　　　　　する地質1二学酌穆1究，獅3

4魂一（灘）




